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都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
瑞
浪
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
）
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日 

三 
都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間 

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催 

一  

日
時
及
び
場
所 

 

二 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要 

      

２ 

閲
覧
期
間 

１ 
閲
覧
場
所 

別
記
一
の
と
お
り 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
瑞
浪
市
建
設
水
道
部
都
市

計
画
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。 

（一） 

瑞

浪 

都
市
計
画

区

域 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七

日
（
木
）
午
後
六
時
か
ら 

日

時 

瑞
浪
市
上
平
町
一
丁
目

一
番
地 

瑞
浪
市
役
所
二
階
大
会

議
室 場

所 

瑞

浪

市 

関

係

市 
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４ 

自
然
の
保
全
・
活
用 

二 

地
域
ご
と
の
市
街
地
像
（
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
） 

四 

公
述
の
申
出
方
法 

別
記
一 

六 

そ
の
他 

一 

都
市
計
画
の
目
標 

五 

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

 

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
公

聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

２ 

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
交
通
網
の
充
実 

３ 

活
力
に
満
ち
た
産
業
都
市
へ
の
転
換 

本
区
域
で
は
、
目
標
都
市
像
を
「
安
心
・
快
適 

私
た
ち
が
創
る
み
ず
な
み
の
ま
ち
」
と
し
、
こ

の
実
現
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
次
の
と
お
り
示
す
。 

４ 

公
述
人
の
数
は
十
名
以
内
と
す
る
。
公
述
の
申
出
が
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出

た
者
の
う
ち
意
見
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
を
行
い
、
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
述
べ
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
前
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。 

２ 

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
（
電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一 

内
線
三
七
五
五
）
又

は
瑞
浪
市
建
設
水
道
部
都
市
計
画
課 

１ 

快
適
で
個
性
豊
か
な
都
市
環
境
の
創
造 

３ 

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日
（
火
）
ま
で

に
〒
五
○
○
―
八
五
七
○ 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
へ
別
記
二
の
様
式
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す

る
場
合
は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。 

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
（
金
）
か
ら
同
年
五
月
十
八
日
（
火
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

本
区
域
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。 

 

１ 

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針 

       

三 

区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
）
の
決
定
の
有
無 

四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針 

          

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。 

１ 

平
地
部
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
既
に
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築
着
工
動
向
を
み
る

と
、
近
年
は
沈
静
化
し
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
市
街
地
（
用
途
地
域
）
内
で
の
着
工
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。 

２ 

Ｄ
Ｉ
Ｄ
は
市
街
地
内
の
み
で
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
積
に
も
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な
く
、
低

密
度
化
し
て
い
る
た
め
、
今
後
と
も
市
街
地
外
で
の
指
定
は
見
込
め
な
い
こ
と
。 

３ 

市
街
地
内
の
約
六
割
の
地
区
が
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
基
盤
整
備
済
み
で
あ
る
こ
と
。 

４ 

市
街
地
外
は
、
土
地
利
用
の
混
在
や
基
盤
未
整
備
地
区
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
は
急
速
な
市
街

化
の
進
展
は
見
込
め
な
い
こ
と
。 

５ 
市
街
地
外
に
広
が
る
緑
地
等
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
今
後
人
口
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
新

た
な
土
地
需
要
は
見
込
め
ず
、
自
然
環
境
喪
失
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

住
宅
地
区 

工
業
地
区 

集
落
地
区 

一
般
住
宅
地
区 

沿
道
商
業
地
区 

緑
地 

中
心
商
業
地
区 

地

域

区

分 

市
街
地
内
及
び
土
岐
川
河
川
空

間
、
木
曽
川
周
辺
の
河
川
空
間 

工
業
系
用
途
地
域
に
指
定
さ
れ

大
規
模
な
工
場
が
立
地
し
て
い

る
地
区
等 

市
街
地
外
の
農
地
と
一
体
に
な

っ
た
既
存
集
落
地
区 

中
心
商
業
地
周
辺
の
住
宅
地 

中
心
商
業
地
か
ら
外
れ
た
（
国
）

十
九
号
沿
道 

Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
南
部
を
中
心
と
し

た
地
域 

お

お

む

ね

の

位

置 

市
街
地
に
自
然
の
う
る
お

い
を
も
た
ら
す
空
間 

周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し

た
工
業
地 

 

自
然
豊
か
な
住
居
環
境
を

備
え
た
住
宅
地 

利
便
性
と
良
好
な
住
環
境

を
備
え
た
住
宅
地 

（
国
）
十
九
号
の
利
便
性
を

活
か
し
た
沿
道
サ
ー
ビ
ス

型
の
商
業
地 

う
る
お
い
と
活
気
に
満
ち
た

魅
力
あ
る
商
業
地 

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の

イ

メ

ー

ジ 
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㈣ 

緑
地
等 

㈢ 

工
業
系 

㈡ 

商
業
系 

㈠ 

住
居
系 

を
挟
ん
で
近
接
す
る
中
京
高
校
周
辺
、
基
盤
整
備
及
び
住
宅
化
の
進
行
し
て
い
る
瑞
浪
中
央
地 

並
び
に
明
賀
台
住
宅
団
地
、
学
園
台
団
地
、
土
岐
地
区
（
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
）、
土
岐
川 

区
及
び
瑞
浪
第
一
地
区
の
（
都
）
寺
河
戸
山
田
線
周
辺
、
山
田
町
の
住
宅
団
地
地
区
を
位
置
付 

⑴ 

主
要
河
川
及
び
そ
の
支
流
の
周
辺
地
域
や
本
区
域
北
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
の
丘
陵
地
、

南
部
の
丘
陵
地
等
で
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」
、「
砂
防
指
定
地
」、「
地
す
べ
り
防
止
区

域
」、「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
災
害
を

未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
市
街
化
の
抑
制
に
努
め
る
。 

⑵ 

瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
新
産
業
創
出
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け

る
。 

⑴ 

市
街
地
南
西
部
の
大
規
模
工
業
地
区
を
中
心
に
、（
都
）
和
合
山
田
線
沿
道
の
工
業
地
区
、

土
岐
川
沿
い
の
工
業
地
区
な
ど
の
既
存
工
業
地
を
位
置
付
け
、
今
後
も
工
業
機
能
の
維
持
向

上
を
図
る
。 

⑷ 

大
規
模
集
客
施
設
立
地
エ
リ
ア
以
外
に
つ
い
て
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
系
施
設
・
住
宅
等

の
混
在
立
地
す
る
沿
道
利
用
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
、
背
後
の
住
宅
地
環
境
に
配
慮
し
つ

つ
、
主
要
幹
線
道
路
の
沿
道
利
用
を
促
進
す
る
。 

⑶ 

（
国
）
十
九
号
沿
道
に
お
い
て
既
存
の
大
型
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
土
岐
町
益
見
地
内
を

は
じ
め
と
す
る
三
地
区
を
大
規
模
集
客
施
設
立
地
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
付
け
、
今
後
も
商
業
機
能

の
維
持
・
促
進
を
図
る
地
区
と
す
る
。 

⑵ 

市
街
地
内
の
（
都
）
山
野
内
鶴
城
線
（（
国
）
十
九
号
）
沿
道
は
近
隣
商
業
地
と
し
て
位
置

付
け
、
大
型
商
業
施
設
を
中
心
に
沿
道
型
の
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
系
施
設
に
よ
る
利
用
を
促
進

す
る
。 

⑴ 

Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
周
辺
の
既
存
商
業
地
で
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
及
び
沿

道
商
店
街
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
駐
車
場
な
ど
商
業
環
境
の
整

備
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
物
販
店
以
外
の
施
設
整
備
の
充
実
に
よ
り
、
都
市
的
・
文
化

的
な
商
業
機
能
を
集
積
さ
せ
、
魅
力
づ
く
り
を
行
う
。 

け
、
良
好
な
居
住
環
境
を
形
成
す
る
。 

Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
北
側
の
丘
陵
地
及
び
南
部
の
市
街
地
拡
大
区
域
、（
国
）
十
九
号
以
南
の
丘
陵
地 

２ 

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針 

㈡ 

下
水
道
及
び
河
川 

㈠ 

交
通
施
設 

㈤ 

そ
の
他 

生
活
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に
行
い
、
良
好
な
営
農
環
境
の
保
全
及
び
自
然
と
調
和
し
た
良
好
な

住
宅
地
を
形
成
す
る
。 

⑴ 

市
街
地
内
に
お
い
て
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
市
街
地
外
の
集
落
地

区
で
は
、
公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業
や
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、

生
活
環
境
整
備
と
公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
居
住
環
境
の
向
上
や
公
共
水
域
の
環
境
保
全

を
図
る
た
め
、
市
街
地
を
中
心
に
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。 

⑺ 

鉄
道
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
総
合
的
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
。 

⑹ 

中
山
道
（（
主
）
恵
那
御
嵩
線
）
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
ハ
ナ
ノ
キ
、
ハ
カ
タ
ユ
リ
、
シ
デ

コ
ブ
シ
等
の
自
生
植
物
の
保
全
を
図
り
、
山
間
部
道
路
を
含
め
て
エ
コ
ロ
ー
ド
と
し
て
の
整
備

を
検
討
す
る
。 

⑸ 

自
然
生
態
系
の
保
全
、
環
境
と
調
和
し
た
道
路
網
の
整
備
を
行
う
。 

⑷ 

（
国
）
十
九
号
に
お
い
て
、
渋
滞
の
緩
和
、
交
通
事
故
の
軽
減
、
沿
道
環
境
の
緩
和
を
図
る
た

め
、
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
整
備
を
行
う
。 

⑶ 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
停
車
駅
誘
致
へ
広
域
的
に
取
り
組
む
。 

⑵ 

市
街
地
中
心
部
と
周
辺
地
区
を
結
ぶ
道
路
体
系
を
維
持
す
る
。 

⑴ 

東
西
方
向
の
交
通
機
能
及
び
本
区
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
道
路
網
の
整
備
促
進
を
図

る
。 

⑷ 

良
好
な
自
然
環
境
を
有
す
る
竜
吟
峡
周
辺
の
森
林
に
つ
い
て
は
保
全
に
努
め
、
さ
ら
に
、

本
区
域
北
部
を
流
れ
る
木
曽
川
で
は
緑
の
空
間
と
し
て
親
水
化
を
図
る
。 

⑶ 

「
飛

木
曽
川
国
定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
た
広
大
な
森
林
地
域
を
は
じ
め
、
多
く
の
保
安

林
も
含
め
た
山
地
及
び
丘
陵
地
の
保
全
を
図
る
。 

⑵ 

土
岐
川
、
小
里
川
、
日
吉
川
等
の
主
要
河
川
沿
い
の
農
業
集
落
に
お
い
て
は
、
農
村
集
落

に
お
け
る
居
住
環
境
及
び
活
力
の
維
持
・
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
地
域
に
お
け

る
農
用
地
区
域
を
は
じ
め
と
す
る
優
良
農
地
の
保
全
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
現
状
の
農
業

生
産
基
盤
の
維
持
・
保
全
を
図
る
。 

本
区
域
内
に
点
在
し
て
い
る
既
存
集
落
を
集
落
地
区
と
し
て
位
置
付
け
、
日
常
生
活
に
必
要
な 

 

⑵ 

治
水
事
業
と
し
て
の
安
全
性
確
保
に
加
え
、
親
水
空
間
と
し
て
の
整
備
・
活
用
を
図
る
。 
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五 

「
四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。 

４ 

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針 

３ 
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針 

り
実
施
す
る
と
と
も
に
、
既
に
基
盤
整
備
さ
れ
た
宅
地
の
有
効
利
用
促
進
と
地
域
の
利
便
性
や
魅

力
の
向
上
を
総
合
的
に
進
め
る
。 

㈢ 

市
街
地
で
は
、
美
し
く
良
好
な
街
並
み
景
観
や
緑
地
・
水
辺
環
境
の
形
成
に
よ
り
、
ゆ
と
り

あ
る
快
適
な
環
境
を
創
る
と
と
も
に
、
集
落
地
区
で
は
貴
重
な
自
然
や
優
れ
た
景
観
の
維
持
・

形
成
を
図
り
つ
つ
、
健
全
な
地
域
社
会
形
成
に
努
め
る
。 

㈡ 

郷
土
の
自
然
・
街
並
み
景
観
の
保
全
及
び
歴
史
的
風
土
の
保
存
、
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
規
制
等
の
措
置
を
講
ず
る
。 

㈠ 

土
岐
川
及
び
木
曽
川
水
系
の
水
質
、
景
観
等
の
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
、
農
業
振
興
地
域

に
お
け
る
農
用
地
区
域
や
森
林
と
の
調
整
を
図
る
。 

⑶ 

土
岐
川
で
は
、
河
畔
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
遊
歩
道
等
を
整
備
す
る
な
ど
、
本
区
域
の
個
性
を

演
出
す
る
空
間
と
し
て
位
置
付
け
、
環
境
整
備
を
継
続
す
る
。 

市
街
地
で
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
組
合
施
行
の
下
益
見
土
地
区
画
整
理
事
業
を
計
画
ど
お 
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